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機械器具（51）医療用嘴管及び体液誘導管 

一般医療機器 再使用可能な歯科用吸引カニューレ JMDN コード：38759000 

デントサクション

 

 

【形状、構造及び原理等】 

 

【形状・構造及び原理等］ 

(1) 形状・構造・材質 

[排唾管用本品] 

 
 

本品はルアーロック式のルアードチューブ、先端チップ及び他の

器具と接続する排唾管コネクタの構成からなる。コネクタの形状

は排唾管ホース用である。 

ルアードチューブと先端チップ、排唾管アダプタを組み合わせた

形態と補充用の単品の形態がある。 

 

[原材料] 

1） ルアードチューブ：ポリプロピレン 

2） 排唾管コネクタ：金属 

3） 先端チップ：ポリプロピレン  

 

(2) 原理 

非能動型の吸引装置に附属する排唾管ホースに接続することよ 

り先端チップより排液を吸引する。 

 

【使用目的、効能又は効果】 

非能動型の吸引装置に連結し、口腔内に貯留する水分や切削片を

除去するために用いる。 

【使用方法】 

1） ルアードチューブに排唾管コネクタを差し込み、排唾管用本

体を組み立てる。 

 
 

2） 先端チップを排唾管用本体の先端に取り付ける。 

 
 

3） 排唾管コネクタに排唾管ホースを連結し、先端チップの針先

から空気が吸引されるのを確認する。 

 
4） チップ先端を口腔内に移動させ、適用部分の吸引を行う。 

 

 

 

 

【使用上の注意】 

本品にキズなどの破損がないか確認すること。これらがある場合

は使用を中止すること。 

1） 使用前に消毒用エタノール等で清拭・消毒してから使用する

こと。 

2） 本品は記載の用途目的以外には使用しないこと。器具の改造

などはしないこと。 

3） 破損の恐れがあるため、先端チップの過度な締め付けをしな

いこと。 

4） 洗浄に際し、ブラシ、硬いスポンジ及び溶剤を使用しないこ

と。（劣化あるいは破損のおそれがある。） 

5） 高圧蒸気滅菌を用いる場合は、121℃以下で行い、乾燥工程

は 121℃を超えない様に設定すること。 

6） 薬液を用いる場合は、薬液の添付文書に書かれた使用上の注

意を守ること。薬液の種類によっては、本樹脂素材に影響を

及ぼすことがある。 

7） 使用後は、吸引された物が内部に残留しないように洗浄し、

ルアードチューブから排唾管コネクタを取り外した状態で

通法又は各施設で定められた基準により滅菌すること。 

8） 排唾管コネクタを素手で触らないこと。 

 

【保管方法及び有効期間】 

1） 高温、多湿、直射日光を避け、室温で保管すること。 

2） 歯科医療有資格者以外が触れないように適切に保管するこ

と。 

3） 使用後は地方自治体の法則に則り適切な処分を行うこと。 

4） 殺菌灯(紫外線ランプ)を点灯した場所に保管しないこと。 

5） 排唾管コネクタは錆びている器具や化学薬品と一緒に収

納・保管しないこと。 

 

【保守・点検に係る事項】 

 [使用者による保守点検事項] 

・患者ごとに洗浄及び滅菌・殺菌を行うこと。 

・先端チップは使い捨てること。 

 

【包装】 

[数量] 

先端チップ：50 個／箱 

ルアードチューブ：5 個／箱 

排唾管コネクタ：2 個／箱 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 

製造販売業者：株式会社ベテル 

住所：茨城県石岡市荒金 3-11 

電話番号：0299-23-7411 

【禁忌･禁止】 

先端チップは再使用禁止 

 

 

 

 

↑排唾管用本品 ↑排唾管ホース 

↑排唾管コネクタ ↑ルアードチューブ ↑先端チップ 

↑排唾管コネクタ ↑ルアードチューブ 

↑排唾管用本体 ↑先端チップ 


